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2022 年度第 4回「山梨近代人物館教育普及事業」山梨近代人物学講座（2022/07/23） 

山梨新聞ことはじめ ̶̶「峡中新誌」からの出発 
磯部敦（奈良女子大学）  

×××@×××.com  

 

 

はじめに 
� 『山梨日日新聞』創刊 150 年：『峡中新聞』（明治 5年 7 月）→『甲府新聞』（明治 6年 4

月）→『甲府日日新聞』（明治 9年 2月、日刊）→『山梨日日新聞』（明治 14年 1月、日刊） 

� 「山梨」「日日」新聞という名称から見えてくること 

（1）新聞媒体の必要性 （2）新聞流通網の整備 （3）新聞製作の技術力 

 

 

１ なんのための新聞？ ̶̶『峡中新誌』から『峡中新聞』へ 
 
� メンバーらは後に区長や教育責任者である学区取締人、群会議員や県会議員、村長などを
歴任した地域のリーダーたちである。峡東地区・千野村（現甲州市）の古屋重郎右衛門を
除く５人のうち、斎藤半兵衛、保坂安右衛門、名取善十郎の３人が西郡（現南アルプス市
一帯の呼称）、百瀬庄資郎が河原部村（現韮崎市）、三神八右衛門が二日市場村（現甲府市）
で、5人がいずれも、釡無川両岸の各地域で指導的な役職にあった人々である。 

（『山梨を拓く 新聞人が挑んだ150年』上、山梨文化会館編集発行、2022年、p.7） 

� 三恵村保坂安右衛門氏 資性温恭人を容れ、勤勉、事に当り部内の平和を保ち、勤農に
汲々として其効著し。 

（米山信八『山梨人士伝評』1、米山信八、明治26年/明治 27年訂正再版、p.101） 
� 源村名取善十郎氏 元区長を勤め、又県会議員に選出せられたることあり。加ふるに、
郡会議員にも当選せらる。其他氏が公共事業に尽したる功績、甚だ多し。峡中屈指の人
なり。 

（同前、p.106） 

 

１・１ 『峡中新聞』創刊の⽬的 

� 新聞記事をとおして該地の人びとを啓蒙し、文明開化を促進させるため。 

� 記事は「無根の浮言、匿名の投書を省き、努て事実を撰ぶ」こととし、「刊行すべき新聞

あらば書集められ、其住所姓名を記し売弘所へ寄せ」て欲しいことが明記された（『峡中

新聞』創刊号、緒言・社告 ）。 
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� 創刊号記事は、（1）甲州道中各駅合併、（2）甲府各町一部改名、（3）器物書画会の案内

（4）要法寺住職の隠し子が文学に秀でるも病死し住職も悲歎のあまり狂死せしこと、（5）

名取作右衛門・窪田藤兵衛の救恤、（6）天皇の写真を祀ること、（7）山内弥兵衛の養子病

死せしも生き返ること、（8）里正小宮山半左衛門雇の津留が賊を退け褒賞を受けること、

（9）穴平村内に村費で橋を作ること、の八つ。 

 

１・２ 『峡中新誌』の胎動 

� 乍恐以書付奉願上候（明治 4年『官省指令』、山梨県立図書館所蔵、行 1-7･M4-1） 

【大意】甲斐国は僻地ゆえに人情頑陋で訴訟事などで迷惑をかけているなか、東京や大阪

では新聞なるものを発行して国内外の事情を共有していること、開化の時世にぴったり

の事業である。そこでそれに倣って『峡中新誌』を発行し、布令をはじめ、勧懲にかかる

記事をまとめていきたい。古屋重郎右衛門、斎藤半兵衛、三神八右衛門、保坂安右衛門、

百瀬庄資郎。甲府県御役所宛。 

� 乍恐以書付奉願上候（明治 5年『官省指令 坤』、山梨県立図書館所蔵、行 1-7・M5-2） 

【大意】かつて『峡中新誌』発行を許可いただいたが、今般、『峡中新聞』と改称したい。

三神八右衛門、古屋重郎右衛門、名取善十郎。山梨県御庁宛。 

 

 

２ 新聞流通をめぐる⼈びととその環境 ̶̶『峡中新聞』の流通 
 
� 富士見村志村桂次郎氏 天資卓犖不羈

（たくらくふき）

にして学を好む。氏、熱心（に）治水事業に拮 据
（きっきょ）

し、其功績鮮か
（すくな）

らず。明治廿三年村役所書記に挙げらる。現に村会議員たり。氏は小成に
安んぜざる風あれば、将来其望みを属す可き人なり。 

� 富士見村山下五右衛門氏 其村中にありては門閥殆んど並立する者なし。現に村会議員た
り。治水事業に拮据尽瘁して、能く其功績を奏する鮮からずと云ふ。 

� 富士見村志村治左衛門氏 人となり公平穏和、能く公共の事務に心力を竭す
（ママ）

。明治八年中
東八代郡書記に任ぜらる。（中略）氏は政海に游泳する人にあらずと雖も、事務家と評すれ
ば可ならん。 

� 富士見村篠原忠右衛門氏 奇行を以て聞ゆ。其一事を挙ぐれば、法華宗の熱心なる信者に
して、吾が子女を菩薩に擬し一家之れに敬事するに至る。余は推知す可きなり。氏、当時
該村の区長たり。其人望あるは、以て徴するに足れり。 

（前掲『山梨人士伝評』、pp.13-14） 
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２・１ 新聞解話会 ̶̶ なにが読まれていた？ 

� 新聞解話会 1872（明治 5）年 9 月、山梨県庁が頒布した新聞解話会設置の二つと規則

によって、県内の各村に設置されたもの。県庁の意図は、県民をして文明開化を理解させ

るのには新聞にまさるものはないとしたが、実は解話会をもって上意下達の一手段とす

るところにあった。（改訂増補版『山梨百科事典』、山梨日日新聞社、1989 年、p.510） 

� 明治５年 10月『峡中新聞』3号に 新聞解話会規則 掲載。しかし翌年 6月、県令藤村紫

朗による、未だ解話会の開催されていない土地が多く、ゆえに旧習頑陋の風が残っている

との指摘（山梨県立図書館所蔵、県行政文書「県史明治六年四冊之内四」）。 

� いつ行われ、どれくらいの人びとが出席し、誰が、何を読み聞かせていたのか？ 

→ 山梨県立博物館篠原家文書所蔵 御布告新聞読聞出張簿（明治 7年 3月～）・同家文書 

御布告新聞開話会所出張人名前帳（明治 6 年 11 月～）。ともに東油川村（現・石和

町）の事例。 

 

２・２ 回覧と掲⽰板 ̶̶ 流通のシステム化 

� 区戸長の仕事：布達等を滞ることなく管轄内に流通させること。 

� システム化された布達類回覧手順。諸布達配達心得（『山梨県日誌』5号、明治 6年 12月）、

御回状村々へ回達方見込書（『戸籍御用留』三番、巨摩郡第五区詰所、明治 5年 3月～）。 

� 「諸御布告日限之儀ニ付伺書」（『院省寮伺』、山梨県立図書館所蔵、行 1-7・明 6-7）では、

東京からの諸布達到着日数は五日、掲示期間は 30日間と規定。掲示板は、明治 6年 3月

5 日付司法省達第二十七号に、「自今太政官御布告並諸省の布達共、地方裁判所門前並戸

長宅前、未タ裁判所置レサル地方ハ県庁門前並戸長宅前ヘ御布告布達面文字無遺漏可致

掲示候事」とある（『法規分類大全』第二巻・政体門〔２〕、原書房、1978 年、p.16）。 

� 函館魁文社新聞縦覧所引札（江差町郷土資料館所蔵、刊年等不明） 

 

２・３ 品格 ̶̶「上」からも「下」からも⾒られる者 

� 区長総代理の職たる、言行を正ふし、誠実を専らにし、能く国内の人情に通じ、下情を上

達し上意を下達するに能々懇諭して、普く奉戴可為致儀に候（後略）（『甲府新聞』21 号、

明治 6年 7月） 

� 区長古屋某よく今日の御政体を奉認し、専ら力を学校に尽す。正副戸長も亦能く其風を習

ふ。是に因て僅か三旬の間にして区内に両校開業に及べり。（『甲府新聞』68 号、明治 7

年 1月 18日） 
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３ ⽊版印刷から活版印刷へ ̶̶ 開化のかたち、合理性 

 
� 内藤伝右衛門 1844（弘化 1）･1･14-1906（明治 39）･11･18。生後間もなく甲府八日町
（甲府市中央4丁目）の「藤屋」内藤伝右衛門の養子となり、（中略）藤屋は古本、古着、古
道具類から布地、反物まで幅広く商う店で、伝右衛門は養父の死後家業に励むかたわら養
母満寿について国学を学んだが、後年、彼に先駆的な事業への目を開かせた背景には、こ
の養母満寿の影響があったといわれる。明治維新になり、日本全国に文明開化の風潮が広
がる中で伝右衛門は 1872（明治5）年 7月、県からの命を受けて山梨最初の新聞紙「峡中
新聞」を創刊した。峡中新聞は発刊に至る経緯から当時の県の広報機関誌的性格を持たせ
られ、各種の布告、布達を中心とした今日の官報に近い内容で発刊されたものであった。
体裁は板目木版和紙8枚つづりであったが、伝右衛門はこれを契機に近代活版印刷技術の
導入に意欲をもち、（後略） 

（増補改訂版『山梨百科事典』、山梨日日新聞社、1989年、pp.676-677） 

 

３・１ なぜ印刷（複製）が必要だったのか 

� 明治 6 年 6 月 23 日付 諸御布告日限之儀ニ付伺書（山梨県立図書館行政文書『院省寮伺』

行 1-7・明 6-7）に、（1）煩雑さ、（2）誤記、（3）不配達、の 3点が示される。 

� 複製作成時における本文の正確性と製作の早さ：書写 ＜ 木版印刷 ＜ 活版印刷 

 

３・２ 印刷所の広さ、機材 

� 『各課伺届 簿書掛』（山梨県立図書館所蔵、行 1-7・明 7-7）綴 （地所借用願） に、「御

県庁裏門北長屋九尺に三間之処相借仕り、御布達書製本所に相用度」とある。 

� 必要道具類については、同簿冊綴 活字并機械之儀ニ付伺 に詳細。 

 

３・３ 版⾯の画⼀化へ 

� 『甲府新聞』20 号（明治 6 年 7 月）より活版印刷。当初は『峡中新聞』とおなじく袋綴

じの体裁で、本文組みも漢字カナ交じりであったが、24 号（明治 6 年 8 月）より二つ折

り3段組、本文組みも漢字仮名交じりになる。 

→ 製本の簡略化＝即製率の向上 

� 仮名活字における「和様」の漂白：版面のノイズを無くしていくことで記事内容そのもの

に集中。一意の解釈へ。 

※ 「和様仮名」とは、日南
にちなん

池原香穉
か わ か

が版下を書いたとされる、長崎新町活版所で製造され

た初期仮名活字の一群。若干右肩下がりの書体が特徴。 


